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観点別評価の方法と評価の基準例（例1）

科目名：生物基礎 使用教科書
数研出版『改訂版 生物基礎』

数研出版『改訂版 高等学校 生物基礎』

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

Ａ Ｂ Ｃ

生物の共通性と多様性が、どのようにして生じ

たのか、説明できる。

「節末チェック」②（p.41）に答えさせ

る。

教科書（p.30～34）の内容に基づき、

生物が共通性をもつ理由として共通の

祖先から進化したものであることを説

明できる。また、生物が多様性をもつ

理由として、生物がそれぞれの生息環

境に適応して進化してきたことを説明

できる。

教科書（p.30～34）の内容に基づき、

生物が共通性をもつ理由、生物が多様

性をもつ理由の概要を説明できる。

生物が共通性をもつ理由、生物が多様性を

もつ理由が説明できない。または内容が不

十分である。

真核細胞である動物細胞と植物細胞の基本構造

を、模式的に図示できる。
補充問題①（p.65）に答えさせる。 ○

動物細胞では核、細胞膜、ミトコンド

リア、サイトゾル（細胞質基質）を含

む正しい模式図を、植物細胞では核、

細胞膜、細胞壁、葉緑体、ミトコンド

リア、サイトゾル（細胞質基質）を含

む正しい模式図を示すことができる。

（Aで示した）基準のうち、1～2点以

上の誤りや欠落が見られるが、概ね正

しい模式図を示すことができる。

示した模式図に（Aで示した）基準のうち、

3点以上の誤りや欠落が見られる。または模

式図を示すことができない。

原核細胞の基本構造を模式的に図示できる。 補充問題②（p.65）に答えさせる。 ○

DNA、細胞壁、細胞膜を含む正しい

模式図を示すことができる。また鞭毛

や線毛についても触れている。

DNA、細胞壁、細胞膜を含む正しい

模式図を示すことができる。

示した模式図にDNA、細胞壁、細胞膜のう

ち誤りや欠落が見られる。または模式図を

示すことができない。

観察①「さまざまな細胞の観察」（p.35）を行

い、さまざまな生物に、細胞からできていると

いう共通性が見られることを確かめる。

細胞を観察するのに適したプレパラートを

作成させる／目的とする観察対象を観察さ

せる／細胞の大きさや形態に着目して比較

させ、レポートにまとめさせる

○

細胞の観察を通じて、細胞の観察に必

要な技能を十分に身に付け、各細胞の

形態や特徴について丁寧に記録してい

る。

細胞の観察を通じて、細胞の観察に必

要な技能を身に付け、各細胞の形態や

特徴について記録している。

細胞の観察に必要な技能を身に付けられて

いない。細胞の観察による各細胞の形態や

特徴についての記録が不十分である。

観察②「原核細胞の観察」（p.40）を行い、原

核細胞と真核細胞の違いを知る。

細胞を観察するのに適したプレパラートを

作成させる／目的とする観察対象を観察さ

せる／細胞の大きさや形態などの特徴をレ

ポートにまとめさせる

○

原核細胞と真核細胞の観察を通じて、

細胞の観察に必要な技能を十分に身に

付け、両者の相違点について丁寧に記

録している。

原核細胞と真核細胞の観察を通じて、

細胞の観察に必要な技能を身に付け、

両者の相違点について記録している。

細胞の観察に必要な技能を身に付けられて

いない。原核細胞と真核細胞の観察を通じ

て、両者の相違点についての記録が不十分

である。

さまざまな哺乳類の比較に基づいて、生物が生

息環境に適した形態や機能をもっていることに

気づき、説明できる。

「Quest」（p.29）について考えさせ、答え

させる。

図1のうち、3例以上についてからだ

の構造や生活のしかたについて、環境

への適応の例に気づき、説明できる。

図1のうち、1～2例についてからだの

構造や生活のしかたについて、環境へ

の適応の例に気づき、説明できる。

図1の例について、からだの構造や生活のし

かたについて、環境への適応の例に気づく

ことができない。または説明が不十分であ

る。

哺乳類以外の生物について、環境に適した形態

や機能をもっていることに気づき、説明でき

る。

「問1」（p.29）について考えさせ、答えさ

せる。

具体例を3例以上あげることができ

る。

具体例を1～2例あげることができ

る。

具体例が誤っている。または具体例をあげ

ることができない。

さまざまな生物の顕微鏡写真の比較に基づい

て、すべての生物に見られる特徴について考

え、共通性を見いだすことができる。

「Quest」（p.33）について考えさせ、答え

させる。

示された生物について「細胞からでき

ている」ことを見いだすことができ

る。また細胞の大きさには違いがある

ことも見いだすことができる。

示された生物について「細胞からでき

ている」ことを見いだすことができ

る。

示された生物について「細胞からできてい

る」ことを見いだすことができない。

原核細胞と真核細胞の共通点と相違点を見いだ

すことができる。

「Quest」（p.38）について考えさせ、答え

させる。

大きさの違い、および細胞小器官の有

無の2点を見いだすことができる。

大きさの違い、および細胞小器官の有

無の2点のうち、1点を見いだすこと

ができる。

原核細胞と真核細胞の共通点と相違点を見

いだすことができない。または内容が不十

分である。

進化の過程において、真核細胞と原核細胞のど

ちらが先に現れたのか、理由とともに説明する

ことができる。

「問2」（p.39）について考えさせ、答えさ

せる。

原核細胞が先に現れたことに気づき、

およびその理由を具体的に説明でき

る。

原核細胞が先に現れたことに気づくこ

とができる。

どちらが先に現れたか気づくことができな

い。または内容が不十分である。

評価の内容 評価の方法節

すべての生物がもつ共通性について、３つの例

をあげて説明できる。

「節末チェック」①（p.41）に答えさせ

る。

教科書（p.32～34）の内容に基づき、

（Ａで示した）３点のうち2点をあげ

て説明できる。

第1節

生物の多

様性と共

通性

生物の多様性と共通性について、基本的

な概念や原理・法則などを理解している

とともに、科学的に探究するために必要

な観察、実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に付けてい

る。

知識・技能

思考・判断・表現

生物の多様性と共通性について、観察、

実験などを通して探究し、さまざまな細

胞についてその特徴を見いだして表現し

ている。

①　生物は多様でありながら、

共通性をもっていることを理解

する。

②　生物の共通性と多様性は、

生物の進化の結果であることを

理解する。

第１章

生物の特

徴

知識の習得や知識の概念的な理解、実験操作の基本的な技術の習得ができているか。

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけているか。

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身につける過程において、粘り強く学習に取り組んでいるか、自ら学習を調整しようとしているか。

単元の目標 評価基準

３つの観点に

よる評価

評価の観点

生物基礎

章
評価の基準例

（Ａで示した）３点のうち1点をあげて説明

できる。または1点もあげることができな

い。

記

録

教科書（p.32～34）の内容に基づき、

生物の共通性として「細胞からできて

いる」、「生命活動にはエネルギーが

必要」、「遺伝情報としてDNAを

もっている」という3点をあげて説明

できる。
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さまざまな生物の共通点と相違点を進化の視点

に基づいて調べ、説明できる。

「チャレンジ」A（p.65）について考えさ

せ、答えさせる。

第1節で学んだことに基づいて、示さ

れた3つの生物について、進化の視点

から共通点（多細胞、脊椎、卵生、変

温動物等）と相違点（生息環境、体

表、呼吸器官等）を調べ、説明するこ

とができる。

第1節で学んだことに基づいて、示さ

れた3つの生物について共通点と相違

点を調べ、説明することができる。

示された3つの生物について、共通点と相違

点を調べることができない。または内容が

不十分である。

細胞の形態や機能について調べるための実験計

画を立て、その結果を予想することができる。

「チャレンジ」B（p.65）について考えさ

せ、答えさせる。

第1節で学んだことに基づいて、トマ

トの果実を構成する細胞がすべて同じ

形態や機能をもつかを調べるための実

験計画を適切に立てることができる。

また、その結果を適切に予想できる。

第1節で学んだことに基づいて、トマ

トの果実を構成する細胞がすべて同じ

形態や機能をもつかを調べるための実

験計画を立てることができる。

トマトの果実を構成する細胞がすべて同じ

形態や機能をもつかを調べるための実験計

画を立てることができない。

観察①「さまざまな細胞の観察」（p.35）

における探究への取り組みを確認する。
○

取り組んだ観察をもとに、探究活動と

して身近な生物など他の材料での細胞

の観察や、同じ材料の異なる部位での

観察、異なる染色液を用いての観察な

どに実験計画を立てて試している。

取り組んだ観察をもとに、探究活動と

して身近な生物など他の材料での細胞

の観察や、同じ材料の異なる部位での

観察、異なる染色液を用いての観察な

どに実験計画を立てている。

探究への取り組みが見られない。または計

画に具体性がなく不十分である。

観察②「原核細胞の観察」（p.40）におけ

る探究への取り組みを確認する。
○

取り組んだ観察をもとに、探究活動と

して真核細胞と原核細胞を同時に観察

できる材料を考え、実験計画を立てて

試している。

取り組んだ観察をもとに、探究活動と

して真核細胞と原核細胞を同時に観察

できる材料を考え、実験計画を立てて

いる。

探究への取り組みが見られない。または計

画に具体性がなく不十分である。

「Quest」（p.29、33、38）、「問」

（p.29、39）、「チャレンジ」A、B

（p.65）などの発問に対する生徒のようす

を観察する。

主体的に取り組み、自らの意見を他者

と共有するとともに、他者の意見も傾

聴し、各課題を十分に深めることがで

きる。

主体的に取り組み、各課題を深めるこ

とができる。
主体的に取り組む姿勢が不十分である。

学習内容をノート・レポートにまとめさせ

たり、学習内容についてまとめたことを発

表させたりする。

○

学習のまとめが丁寧で適切である。学

習内容について要点を他者にわかりや

すく適切に発表・表現できる。

学習のまとめが標準的である。学習内

容について発表・表現できる。

学習のまとめが不十分である。学習内容に

ついて発表できない。

学習中に分からなかったことや新たに疑問

に思ったことをどのように解決しようとし

たかを表現する。

○

学習中に分からなかったことや新たに

疑問に思ったことをどのように解決し

ようとしたかを具体的、かつ適切に表

現している。

学習中に分からなかったことや新たに

疑問に思ったことをどのように解決し

ようとしたかを表現している。

学習中に分からなかったことや新たに疑問

に思ったことをどのように解決しようとし

たかを表現していない。

次の単元に向けて自分の学習方法について

の課題をどのように改善していくかを表現

する。

○

次の単元に向けて自分の学習方法につ

いての課題をどのように改善していく

かを具体的、かつ適切に表現してい

る。

次の単元に向けて自分の学習方法につ

いての課題をどのように改善していく

かを表現している。

次の単元に向けて自分の学習方法について

の課題をどのように改善していくかを表現

していない。

第1節

生物の多

様性と共

通性

思考・判断・表現

生物の多様性と共通性について、観察、

実験などを通して探究し、さまざまな細

胞についてその特徴を見いだして表現し

ている。

主体的に学習に取

り組む態度

生物の多様性と共通性について主体的に

かかわり、見通しをもったり振り返った

りするなど、科学的に探究しようとして

いる。

①　生物は多様でありながら、

共通性をもっていることを理解

する。

②　生物の共通性と多様性は、

生物の進化の結果であることを

理解する。

第１章

生物の特

徴

生物の多様性と共通性に関心をもち、主体的に

学習に取り組める。
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観点別評価の方法と評価の基準例（例2） 科目名：生物基礎

＜3つの観点による評価＞
「知識・技能」の評価…知識の習得や知識の概念的な理解，実験操作の基本的な技術の習得ができているか。
「思考・判断・表現」の評価…習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけているか。
「主体的に学習に取り組む態度」…知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身につける過程において，粘り強く学習に取り組んでいるか，自ら学習を調整しようとしているか。

使用教科書 数研出版 『改訂版 生物基礎』，『改訂版 高等学校 生物基礎』

章 節 評価の観点 単元の目的 単元の評価規準 評価の内容 評価の具体的方法

・「節末チェック」①，②（p.41）に答えさせる。 A：Bに加え，具体例を用いるなど，
自分の言葉で説明できる。

B：学習した内容を活用して説明でき
る。

C：説明できない。

・補充問題①～③（p.65）に答えさせる。
A：3つとも自分で図示して，説明が
できる。

B：図を見れば，3つとも説明ができ
る。

C：図を見ても，説明ができ
ない。

・観察①「さまざまな細胞の観察」（p.35）を行い，さまざまな生物に，細胞
からできているという共通性が見られることを確かめる。

・細胞を観察するのに適したプレパラートを作成させる。
・目的とする観察対象を観察させる。
・細胞の大きさや形態に着目して比較させ，レポートにまとめさせる。

A：観察ができ，かつレポートにまと
めることができる。

B：観察ができる，またはレポートにま
とめることができる。(どちらか一方が
できる)

C：観察することができない，
またレポートにまとめることが
できない。

・観察②「原核細胞の観察」（p.40）を行い，原核細胞と真核細胞の違い
を知る。

・細胞を観察するのに適したプレパラートを作成させる。
・目的とする観察対象を観察させる。
・細胞の大きさや形態などの特徴をレポートにまとめさせる。

A：観察ができ，かつレポートにまと
めることができる。

B：観察ができる，またはレポートにま
とめることができる。(どちらか一方が
できる)

C：観察することができない，
またレポートにまとめることが
できない。

・さまざまな哺乳類の比較に基づいて，生物が生息環境に適した形態や
機能をもっていることに気づき，説明できる。

・「Quest」（p.29）について考えさせ，答えさせる。 A：Bに加え，どのように「適する」の
かを説明できる。

B：教科書の文章の例を用いて，適
する理由を説明できる。

C：説明できない。

・哺乳類以外の生物について，環境に適した形態や機能をもっているこ
とに気づき，説明できる。

・「問1」（p.29）について考えさせ，答えさせる。 A：哺乳類以外の生物例を二つ以上
あげて，説明できる。

B：哺乳類以外の生物例を一つあげ
て，説明できる。

C：説明できない。

・さまざまな生物の比較に基づいて，すべての生物に見られる特徴につ
いて考え，共通性を見いだすことができる。

・「Quest」（p.33）について考えさせ，答えさせる。 A：すべての生物に共通する特徴を
二つ以上見いだせる。

B：すべての生物に共通する特徴を
一つ見いだせる。

C：見いだせない。

・原核細胞と真核細胞の共通点と相違点を見いだすことができる。 ・「Quest」（p.38）について考えさせ，答えさせる。 A：見いだしたことを，人に説明する
ことができる。

B：教科書の図を用いて，見いだすこ
とができる。

C：見いだせない。

・進化の過程において，真核細胞と原核細胞のどちらが先に現れたの
か，理由とともに説明することができる。

・「問2」（p.39）について考えさせ，答えさせる。 A：自分の考えを，根拠を示して説明
することができる。

B：自分の考えを説明することができ
る。

C：説明できない。

・さまざまな生物の共通点と相違点を進化の視点に基づいて調べ，説明
できる。

・「チャレンジ」A（p.65）について考えさせ，答えさせる。
A：共通点と相違点について調べて
おり，かつ進化の視点で説明するこ
とができる。

B：共通点と相違点を調べてはいる
が，進化の視点で説明ができていな
い。または，進化の視点の説明がで
きているが，共通点と相違点につい
て調べていない。

C：調べておらず，また進化
の視点で説明ができない。

・細胞の形態や機能について調べるための実験計画を立て，その結果
を予想することができる。

・「チャレンジ」B（p.65）について考えさせ，答えさせる。
A：実験計画を立てており，かつ結果
の予想もしている。

B：実験計画を立てているが，結果の
予想をしていない。または，実験計
画を立てていないが，結果の予想だ
けをしている。

C：実験計画を立てておら
ず，かつ結果の予想もして
いない。

・「Quest」（p.29,33,38），「問」（p.29，39），「チャレンジ」A，B（p.65）など
の発問に対する生徒の思考の過程を観察する。

A：収集した情報や，他者から聞いた
意見を検討し，自分の意見と照らし
合わせて，より意見を深めようとする
過程を紙面に記録している。

B：思考の過程を紙面に記録してい
るが，ICTなどを活用して収集した情
報や，他者の意見などを記録しようと
していない。

C：思考の過程を紙面など
に記録しようとしていない。

・学習内容をノート・レポートにまとめさせたり，学習内容についてまとめ
たことを発表させたりする。
・「日常生活や社会との関連」(p.65)の調べ方を活用して，生徒に課題の
設定を行わせたり，レポートにまとめさせる。

A：ノート・レポートにまとめたり，発表
をしたりした後，自分の学習の振り返
りをしている。

B：ノート・レポートにまとめたり，発表
をしたりしているが，その後の自分の
学習の振り返りをしていない。

C：ノート・レポートにまとめた
り，発表など，授業後の学習
のまとめや振り返りを行わな
い。

評価基準の例

生物の特徴に対して主体的
に関わり，見通しをもったり振
り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

第1章
生物の
特徴

第1節
生物の多
様性と共通
性

知識・技能

・生物が「細胞からできている」，「生命活動にはエネルギーが必要」，
「遺伝情報としてDNAをもっている」などの共通性をもつことを理解する。
・生物のもつ共通性は共通の祖先に由来することを理解する。

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

・生物の多様性と共通性に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

生物の特徴について，生物の
共通性と多様性の基本的な
概念や原理・法則などを理解
しているとともに，科学的に探
究するために必要な観察，実
験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に
付けている。

様々な生物の比較に基づい
て，生物は多様でありながら共
通性をもっていることを見いだ
して理解すること。また，生物
の共通性と起源の共有を関連
付けて理解すること。

生物の特徴について，観察，
実験などを通して探究し，多様
な生物がもつ共通の特徴を見
いだして表現すること。

生物の特徴について，観察，
実験などを通して探究し，多
様な生物がもつ共通の特徴を
見いだして表現している。

【学びに向かう力，人間性等】
生物や生物現象に主体的に
関わり，科学的に探究しようと
する態度と，生命を尊重し，自
然環境の保全に寄与する態度
を養う。


	【サンプル】観点別評価の方法と評価の基準例（現・例1）
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